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院 長   津 村 秀 憲 

 

はじめに、平成 23 年 4 月 1 日付けで越谷市立病院長を拝命いたしまし

た津村秀憲（つむらひでのり）と申します。 

山本勉前院長の後任として微力ではございますが、越谷市の地域医療

の一翼を担うため全力を尽くしてまいる所存でございます。なにとぞ前

院長同様、格別のご厚誼とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

さて、平成 22 年度は診療報酬の改定が行われ、10 年ぶりにプラス改定

がなされました。全体では 0.19%と微増ではございましたが、救急医療、

妊産婦、新生児、手術等には厚く加算がされました。これを受け、当院

では平成 18 年度以降赤字決算であった経営状況が、平成 22 年度は約２

億円の黒字を計上することができました。しかしながら、その内容を見

ますと外来延患者数・入院延患者数は減少し、医業収益に対する給与費

等の割合は決して手放しに喜べる状態ではありません。このことから、

当院の経営改善には平成 21 年度に策定いたしました第二期中期経営計画

（平成 22 年度～平成 24 年度）の実施項目を今後も着実に進めることが

必要です。さらに、職員一人一人が本報の結果を分析し真摯に受け止め、

職員全員が一丸となって改善に努めなければなりません。 

本報を拝読いただきました皆様から、今後の当院の経営についてご助

言を頂ければ幸いと考えております。 

着任し初めての発刊でありながら厳しいことを申し上げましたが、作

成に尽力された関係者には心より感謝申し上げ、発刊に際しての挨拶に

代えさせていただきます。 



 

 

病 院 の 理 念 

私たちは地域の健康を守るため最良の医療を志向し、愛され信頼される医

療を行なうにあたり、次のことを実践します。 

－ smile , safety , satisfaction － 

 ○私たちは病院の使命を自覚し、患者様のニーズに応える医療を提供します。 

 ○私たちは医療の向上に努め、生命の尊厳を重視し安全な医療を提供します。 

 ○私たちは患者様の視点に立ち、患者様が満足できる医療を提供します。 
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基 本 方 針 

１）救急医療を充実させ、地域住民の求める医療に積極的に応えます。 

２）医療連携を積極的に推進し、地域に根ざした医療を展開します。 

３） 安全な医療を旨とし、医療の質・患者サービスの向上を図ります。 

４）確かな技術、豊かな感性で高度な医療を展開します。 

５）職員は使命感と誇りを持ち、夢と感動ある医療を実践します。 

６）安定した経営基盤を確立し、限りある医療資源を有効に活用します。 

７）「患者の権利と責務」を遵守し、患者様との信頼関係に結ばれた医療の

提供を目指します。 
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